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まえがき
本学において、大学の自己点検・評価に関する検討と準備を経て「関西大学自己点検・評価委員会規程」が
制定されたのは平成5年7月で、翌6年4月に同委員会が発足した。一方、平成6年1月には大学の各機関に
おいて「自己点検・評価委員会規程」が制定され、同年4月から活動を開始している。
図書館は大学における教育・研究の支援体制として、従来の活動を推進すると同時に利用者ニーズに対応す
る新たなサービスの展開を図るために、幾多の課題に直面している。
その課題に対して、組織的に、体系的に、 しかも継続して一定の自己点検を行い、 自ら評価していく過程で
新しい展望を見定めて、大学図書館として教育・研究水準の向上に寄与するべき将来像に向かって、絶え間な
い努力を続けていくことにこそ、 自己点検・評価の意義が認められるものと考える。
図書館は「関西大学図書館自己点検・評価委員会規程（平成6年1月28日制定)」にもとづき、委員会にお
いて機関独自の立場から鋭意検討を重ね、その点検項目を設定、点検・評価を行ってきた。
当委員会は、図書委員会の議を経て選任された委員により、図書館が直面している課題を中心に自己点検・
評価の点検項目を定めていく一方で、作業部会を設置して点検項目の一つひとつを綿密に精査してきた。紙幅
の関係で割愛しているが、作業部会において調査票に集約された点検項目及び点検事項は60ページにも及ぶも
のであった。委員の方には、その点検項目及び点検事項に従い、利用者ニーズの観点に立って図書館としての
自己評価を加えるという任務を遂行していただいたのである。
なお、今回の点検・評価を行うに際し、課題を絞りそれを重点的に評価してはどうかという考え方もあった
が、当委員会は一致して、初年度は先ず図書館の全容と実像を明らかにすることが望ましいとして、その方向
で進められた。従って、 この報告書の内容は、当然ながら点検は個別的に行いながらも、評価については概括
的に問題点及び改善するべき指針が示されている。今後さらに基礎データを累積しつつ、細部にわたる評価を
加えていく予定である。
これが公表の暁には、大方のご批判やご意見をいただきながら、学習図書館と研究図書館の両機能を併せも
つ総合図書館として改善・充実に向け、なお一層努めていかなければならない。従前にも増して、ご支援とご
協力をお願いする次第である。
ここに規程に定める報告書を作成することができるに至り、委員各位のご尽力に対して深甚なる謝意を表し
たい。
平成8年3月13日
関西大学図書館自己点検・評価委員会
委員長浦西和彦
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図書館自己点検・評価について (1)
I 自己点検項目
1 自己点検項目
2 自己点検・評価項目の設定にあたって
図書館は、大学における教育・研究の支援体制として、従来の活動を推進すると同時に、利用者ニーズに対
応する新たなサービスの展開を図り、実践することが課題となっている。
自己点検・評価を実施するに当たり、先ず点検・評価項目の設定に着手する前提として、現状の把握と同時
に、図書館がその時点で抱えている課題・問題点の洗い出しを行った。それを一つの視点ないしは着眼点にお
き、点検・評価項目を設定するに至った。
なお、その点検項目を定める過程で、視点ないしは着眼点とした事項について、以下のとおり、参考までに
掲げることとした。
したがって、後掲の点検・評価報告の課題・問題点・改善事項等の指摘とは必ずしも整合していないことを
お断りしておく。
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大項目 中項 目 小 項 目
A利用・サービス
l利用者サービス
■ 一一一－ｰ一一ー－一一－ｰ→一一一 1■
2利用指導・利用
案内
一 一一一一一一一一一一一一一一一一一 ■
3図書館の広報
■ ー一一一一ーーー ■■ ■■ ‐ ■■ ー 1■■ －－－ 勺
4図書館の公開
(1) 開館日・時間
(2)利用サービス体制
(3) 資料提供サービス
(4) レファレンスサービス
(5)相互利用サービス
(6)複写サービス
(7) フロアサービス
一一一一一一一一 ■■ 一一＝‐－－一一－－‐一ー
(1)利用指導・案内体制
(2)新入生に対するオリ
エンテーション
(3)在学生に対するオリ
エンテーション
(4) 書庫・検索用端末機
等の利用ガイダンス
(5)利用案内(書） ・手引
ｊ聿日ｉ
(6) 図書館内のサイン
4■、 一一一一 ■■ ーーーーー q■P 一一一一一一一一一一‐
(1) 広報の体制
(2) 広報の媒体
－－一一一一一一一一一一ー ■■ 一一ー ■■ ■■ ーー一一
(1) 生涯学習への対応
(2) 一般公開
(3)館内外展示
B電算システム
l業務機械化
■ ■■P ｰｰーー-－－－ーー一一ーーー‐ q■
2情報のネットワ
－ク化
(1)電算システムとデータ
(2) 閲覧システム
(3) 目録(含受発注)シス
テム
(1)学術情報センターシ
ステム
(2) OPAC/LAN
(3) メディア利用環境の
整備
C資料の組織化
l収集・選択
口 一一 ■■ ーーー‐ーー e■し 一一－－ ■■ 一一‐
2発注･受入･支払
口 一一一一一一一 ■■P －－－－一一一一－~
3整 理
■ ーーー一一ーー一一一一ーー一一一一‐
4資f初保存･廃棄
甲 一一一一一一一一一一一一一一一一 ■■ q■
5個研・科研図書
１
１
１
１
１
２
３
４
１
１
１
１
図書情報
収書方針･選書塞焦等
蔵書計画
選書体制
(1)所蔵調査・発注・検
収・受入・登号付
与・支払
(2)業者選定
(1)整理方針基準等
(2) 目録･分類･装備･目
録編成･シェルフ維
持管理・図書台帳
(3)委託業者
(4)学内外諸機関との協
力関係
(5)各種冊子目録
(1)保存・修復
(2)廃棄
一一ーーーーーー 4■､ ‐ 4口■ 一一一一一一一一一一一一
(1)個研図書
(2)科研図書
、施設･設備
1利用者のための
施設・設備
■ ーー ■■ ーー ■■ q■■ ー‐一一一一一一一一 q■
2運営管理のため
の施設・設備
(1) 閲覧利用スペース
(2)入退館機システム
(3) マイクロ等・オーデ
ィオ・複写機
(4) 電算設備(検索用端
末機･パソコン等）
(1)事務管理スペース
(2)施設管理
(3) 照明･電源･通信設備等
E運 営
1図書館運営
＝ 一－－一一一一一一一一一一一一－－■
2図書館職員
■ ーーー一一一一一一一一一一一一一一 q■
3連絡･調整･渉外等
(1)
(2)
(3)
(4)
組織
図書委員会等
企画・立案
予算･実施･調達、各
種助成金の申請
(5)蔵書の財産管理
(1)職員構成
(2)職員研修
(3)職場環境
(1)連絡・調整・渉外
(2) 文書管理

図書館自己点検・評価について (3)
資料の効率的な運用を展開する組織的な収耆システ
ム（収集担当課での体制並びに図書委員及び運用担
当課との連携） を構築する。
○図書館の運営方針、将来ビジョンを踏まえた具体
的な収言方針（図書館の活動目的、対象とする利用
者、理想とする蔵書構成を視野に入れ、学内諸機関
等との有機的連携を図りながら中・長期の重点的収
害計画を明示） を策定する。 また、個々の図書資料
選択に際して必要となる予算費目と選択基準（含む
保存期間）の明確化を行うと共に経年的に蔵書評価
を加えながら、常に見直し検討を行う。
○基本図書・雑誌の収集と特別コレクションの核に
なる資料群の発掘並びに計画的重点的収集、 また、
電子図書館化機能に不可欠であるマルチメディアの
積極的な導入と共に、従来の冊子体を中心とした図
書館との適切な調和を図らなければならない。
2 発注・受入・支払
○予算執行管理面での適正な発注計画や支払計画を
行う。業者選定（常連・一見）に際しては、各書店
の得意分野、購入価格等を考慮し決定する。 また、
調達までの期間、 クレーム処理、図書雑誌情報に関
する付加価値的サービス等について、各書店に対す
る評価と同時に督励を行う。
○現在、開発運用中の目録システムについては、電
算化に適合した、 より効率的で柔軟性のあるシステ
ムを指向し各業務（所蔵調査・発注・検収・受入・
登録番号付与・支払）の適正運用と改善につながる
合理化・迅速化を目指す。 また、システムを公開し、
利用者が特定図書について未整理段階の状況を確認
できる体制を整備する。
3 整理
○効果的な整理業務の実現には、標準化とそれに付
随する適合性を考慮しながら、既存の書誌ユーティ
リティの活用に際しては、図書館独自の規則適用を
避けると共に業務改善につながる合理化を行い、利
用者への提供の迅速化を図る。 また、図書の整理か
ら利用に供するまでの物流や委託料、付加的サービ
ス（書誌作成・分類付与・装備)、調達納入期間等
について留意する。
○現目録システムについては、効率的で柔軟性のあ
るシステムを指向し、改善事項の整備充実を図り、
各業務（目録・分類・装備・目録編成・シェルフ維
持管理・図書台帳作成等）の適正運用に心がける。
また、利用者検索用目録情報の質的充実に向けて、
既蔵書分の遡及入力を促進する。
○非図書資料、特にマイクロ資料やデジタル媒体を
中心とするマルチメディア、和古書の内一枚物（摺
物） ・版本・画軸の各整理基準の確立及び目録シス
テムに恩ll染まない資料群（古文書・中国書等）のデ
ータベース化を実現する。
4 資料の保存・廃棄
○人類の知的財産である図書資料を収集保存し、後
世に伝える役割を担う機関としての図書館にとって、
資料の保存・保護・修復は重要な課題である。虫菌
害、劣化、損壊、消失に対する研究と対策を講じ保
存と利用の調和を図っていかなければならない。
○資料の活性化、保存スペースの確保のために重複
図書・雑誌、破損汚損本等の除籍抹消基準を明確に
し、かつ、保管転換や不要図書の除却を積極的に行
う。
5 個研・科研図書
○現行の個研・科研図書業務の改善と共に、それぞ
れの在り方や処理体制について、全学的見地に立ち
学内関連機関の調整・検討が課題である。
D施設・設備
1 利用者のための施設・設備
○図書館は学内の立地条件、動線上の配慮、利用環
境のスペース等、利用者の利便を最優先して運用さ
れなければならない。 また、施設の増改築にあたっ
ては将来予側の上に立ち計画すると共に、設備の更
新等については利用者のニーズの把握に努め、 また
それぞれの利用スペースを確保する必要がある。
○館内各室の利用環境を整備し、特に座席数の確保
に留意すると共に、空調、採光、照明、換気、防音
等の保守点検を十全に行うものとする。
○利用者用検索端末、 CD-ROM等とニューメデ
ィア対応の機器、 IR等サーチ用電子機器、マイク
ロ機器、複写機器についての改善を行う。 また、 自
動貸出機、障害者誘導システム等導入の可能性を模
索しながら、先を見越した計画設備を行わなければ
ならない。
2 運営管理のための施設・設備
○事務室は、サービスエリアと直結するよう動線上
の配慮をし、常に必要な執務スペースを確保できる
よう整備をする。
○蔵書の収容力を確保すると共に、前述のとおり蔵
書のスリム化を目指し可能な限り電子媒体、マイク
ロフィルム・フィッシュ等に置換していく必要ｶゴあ
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(5)図書館自己点検・評価について
11 自日点検 評価の報告●
EU資料センター業務、購入希望図書の申込み受付
等の業務を行っている。大学の教育と研究を最も効
果的にするため、図書資料（蔵書） と図書館設備が
積極的に利用される状態を創りだし、 これらの状況
のもとで、教員．学生に対して、図書館サービスの
中心である資料提供が正確・迅速に行われる必要が
ある。
利用資格、閲覧条件、貸出期間・冊数等は図書館
利用規程により運用されているものの、それが利用
実態に即して適切か否かが検討されなければならな
い。 また、予約が入った場合の貸出者への一時返還
の督促、貸出期限超過者に対する返還督促、入庫者
等の制限範囲等が現行のままで適切か否かも検討さ
れなければならない。高槻図書室との相互利用にも、
充分な連携が必要であろう。
配架された図書資料の管理は、図書館の重要な任
務である。これは、閲覧・貸出・複写等の利用サー
ビスの基礎となるものであるから、正確に配架され、
常時、迅速．適切に利用可能な状態を保持すること
である。このためには、現在行われている定期的な
書架点検の徹底化が欠かせない。特に、加除式図書
は、最新の情報を逐次迅速に提供するための出版方
式であり、その管理が適正になされることがその生
命である。和書においては、差し替え作業は出版社
が行うことにより管理されている力罫、洋書について
はもっぱら書店による作業に委ねられており、その
信頼性に疑問がある。この作業はまさに図書館の能
力が問われる分野といえる。現在すでに適正な管理
がなされていない加除式図書も散見されるのである
から、早急に対策を立てる必要がある。 このような
作業を遂行しうる専門家の養成を含めた職員の教育
と要員確保も必要である。
さらに、知的財産である図書資料の保存・保護・
修復は重要な課題である。資料保存及び利用上の観
点から、適宜、蔵書の配架実長調査を行い、蔵書の
増加に対応した保存スペースの確保等必要な措置を
講じるとともに、燥蒸、峡作成、修理製本等の年次
計画を立て、蔵書の保存に努め、貴重書等について
は、順次マイクロ化を行っていくことも今後の重要
な課題である。
なお、貴重書庫の狭隙化と貴重書の保存のため、
貴重書庫に限って分類配架から到着順配架に変更し
A利用・サービス
1 利用者サービス
(1) 開館日・時間
閲覧・貸出、 レファレンス、情報検索、複写、グ
ループ°学習等のサービスを受けることができる図耆
館開館時間（日数）は、本学の在学生、卒業生のみ
ならず、社会人を含む利用者のニーズに対応して、
体制の整備を行い、適正な運用を図る必要がある。
そのためには、 日曜日及び時間外に開館している開
架閲覧室での書庫図書の貸出等を検討する必要があ
る。 また、特に利用者の多い年末年始の開館日の延
長希望にどのように対応するかが今後の残された問
題である。
現行の開館日数は約290日弱であり、通常の開館
時間は9時～21時30分となっている。ちなみに、文
部省『大学図書館実態調査報告書」によると、各大
学の平均年間開館日数は、国立248日、公立234日、
私立249日であり、開館日数で290日を超えているの
は3校である。
(2) 利用サービス体制
現在行われている具体的なサービス業務として挙
げられるものには、入館者への総合案内、図書館利
用券の交付、入庫検索許可証の交付、研究個室・グ
ループ閲覧室の利用受付、返還督促、閲覧施設・書
庫・貴重書庫・保存耆庫の維持管理・環境整備、端
末機器類．A.V.設備、テレリフト、マイクロ資料
自動出納装置の運用と維持管理等がある。学習図書
館機能と研究図書館機能を併せ持つ総合図書館とし
ての役割を充分に発揮させるため、学生のみならず、
教員、研究者にも満足のいくサービスが必要である。
そのためには、利用者の要求分析と満足度が確認さ
れ、それに応じたサービス体制が明確化されること
が必要であろう。 また、マルチメディア（オンライ
ンネットワーク、CD-ROM、各種データベース
等） を駆使したサービス体制や代行検索サービス体
制を整えることも急務である。
(3) 資料提供サービス
現在、図書資料の閲覧、貸出、更新、予約、返却、
配架、貴重図書・近世文書の閲覧、マイクロフィル
ム．A.V.資料・マルチメディアの利用サービス、
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ズ」 も常に見直しが行われ、利用者のニーズにあっ
た内容に更新されていなければならない。
(6) 図書館内のサイン
総合図書館のサインは、全体の調和を考慮して、
出来る限り建築当時の状態を維持されているが、ニ
ューメディア等図書館資料の形態の変化及び検索用
端末機等の利用者エリアの変化に対応していない部
分があるのが現状である。今後は、 このような利用
者のニーズの変化に充分対応していくべく検討し努
力することが急務となろう。
蔵書冊数の増加に伴い、書架の狭臨化が著しく、
常時、配架場所の移動ｶ：あり、その都度、書架案内
板を整備して利用者の検索の便に供しているが、そ
れが利用者にとって充分に適切な処置となっている
かどうか、反省を加えることも必要であろう。
実地に資料・情報の検索法、利用法等を指導・助言
していくことが一層効果的である。なお、平成7年
度に改訂した図書館利用案内のビデオ、冊子を踏ま
えた指導方法マニュアルの作成を目下検討中である。
(3) 2年次生以上の在学生に対するオリエンテーシ
ョン
新入生用のガイダンスからさらに進んだレベルと
して、図書館員による文献検索法を中心とした指導
が行われている。その内容としては、 クラス・ゼミ
単位で実施されるものと、図書館力罫独自にテーマを
設定して実施されるものがある。 3．4年次生につ
いては、演習担当者とのガイダンスが授業の一環と
して組み込まれつつあり、研究テーマも設定されて
いて効果的である。文献検索法＝60分、書庫案内＝
30分のガイダンスを現在実施しているほか、パンフ
(HOWTOシリーズ）等を作成している。
今後はクイックレファレンス体制の充実と、印刷
物、AV資料、端末機等によるインフォメーション
によって、利用者が随時接触できる利用指導（案
内）に力を注ぐことが必要であろう。
(4) 書庫・検索用端末機等のガイダンス
現在、書庫利用ガイダンス（ゼミ単位・ゼミガイ
ダンスに含まれているものを除く）は、 15人を限度
に約30分で行っているが、ガイダンスの希望時期が
集中するため、学部・学科の異なった利用者を同時
に案内することもあり、 より利用者ニーズに沿った
方法を検討すべきであろう。
検索用端末機等の利用説明会は、 4月中旬から約
半月間は毎日、以後は毎週1回実施されているが、
操作方法の説明にとどまらず、 より一層文献検索法
等に及んだガイダンスが必要であろう。
教員への検索用端末機等の利用説明会は、過去数
回開催されたが、積極的な参加は得られなかった。
個々に対応する以外に手立てはないのかどうか検討
の余地がある。なお、新任者に対する説明会も開催
されていないので、非常勤講師を含めて実施を検討
する必要があろう。
(5) 利用案内（書） ・手引（書）
新刊案内、情報検索、文献及び事項調査、相互利
用、利用指導、指示参考図書制度等の図書館機能が
教員・学生に周知され、充分に機能しているか否か、
新入生と初心者を対象とした冊子「図書館利用案
内」から、上位年次を対象とした「ガイドブック文
献のさがし方から入手まで」が今年度改訂されたｶぎ、
各項目ごとに編集されたパンフ「HOWTOシリー
3 図書館の広報
(1)広報の体制
図書館の広報は、図書館所蔵の資料や諸活動を広
く正しく理解してもらうために、内的には学生、教
員、学内図書資料所蔵機関等に対し、外的には校友、
父母、他大学や他の研究機関、一般社会に対して行
うとともに、それらからの要望を知り、図書館の一
層の充実化を図ることに意義がある。現在、図書館
広報委員会は、図書館各課から1～2名で構成され、
企画から発行、投稿等の業務を行っている。今年度
から新たに「図書館フォーラム』が刊行される。 し
かし、新しいメディアの利用も検討されるべき時期
にあり、広報の体制は現状のままで良いのかどうか、
反省の余地は残る。
(2) 広報の媒体
現在、常設展示、特別展示、講演会等を通して、
所蔵資料等への理解を深めるとともに、機関誌等の
発行、及び大学の媒体を利用して広報に努めている。
例を挙げれば、図書館フォーラム及び利用指導用の
各種冊子、パンフレット、ビデオテープ等の編集、
並びに『大学』 『関西大学通信』 『CAMPUSMAP』
（広報課)、 『関西大学ガイド』 （教育後援会)、 「関
大』 （校友会)、大学要覧、大学院要覧及び教務手帳
等を媒体としている。 また、試行的ながらインター
ネットによる関西大学ホームページ上で図書館広報
を行ってきたが、多様な情報社会にあっては印刷物
に頼るだけでなく、ニューメディアの利用等を含め
あらゆる情報媒体と手段を用いる必要力罫ある。
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うか、現在の学術情報センターとの接続方式、及び
端末装置の台数についても課題力ざ残されている。学
術情報センターとの連絡調整や対応の体制、データ
管理、運用管理等にも問題があると考えられる。
OPAC/LANについてはどうか。昭和60年、総
合図書館の開設を機にTRC－マーク及びUSマーク
を採用することにした。昭和59年に開架図書の
MARC化、 60年に書庫図書のMARC化をそれぞれ
開始して利用者用蔵書検索システムKULを供し、
平成元年、同システムを改訂(KUL-II) して、
館内、学内、及び自宅からでも検索できるようにな
った。平成4年には蔵書目録の遡及入力に着手、図
書委員会の議を経て平成5年度より閲覧用目録カー
ドの編成を中止し、今日に至っている。
ここでの課題は、利用者力罰検索しやすいOPACシ
ステムが構築されているかどうかである。これまで、
図書館はマークデータによる目録情報の充実に努め
てきたが、既蔵書についても良質のデータに置換す
ること （目録情報遡及入力7か年計画の早期実現)、
全学所蔵機関データの構築（ユニオンカタログ化)、
検索システムの改善、設置端末装置の台数の確保と
その整備充実を図ることが要請されている。 さらに
いえば、問題は端末台数の問題だけではなく、その
操作に関する利用者向けガイダンスの実施や人的な
サポート体制の実施など経過的な措置が十分になさ
れなければ、オンライン検索システムへの全面的な
移行を完了したとはいえない。利用者のニーズや情
報処理センターシステムの環境、将来における展望
と拡張性を勘案して、KUL(OPAC)の構築また
は改善に取り組まなければならない。
また、図書館で作成されるデータ （受発注データ、
目録情報など）は大部分公開できる。これを提供す
るシステム、学内外とのネットワーク、対応端末装
置等が十分かどうか。館外からのアクセスに対して
閉鎖的になっていないか、などが検討課題として残
されている。 さらに、図書館業務システムにおける
館内、学内LANやネットワーク、並びに利用者用
端末装置を利用した館内LAN、館内インフォメー
ションシステムとLAN､ CD-ROMサーバーと
館内LANや学内ネットワークシステムの環境整備
も情報処理センターと連携しながら、その実現に向
けた努力が必要であろう。
さて、図書資料には、①印刷資料、写本・古文書
等「紙ベースのメディア｣、②マイクロフィルム／
マイクロフィシュ資料メディア、③視聴覚AudiO/
沿ったかたちで活用されているかという点である。
この点では図書の整理やデータ作成委託、チェック
イン業務での扱い書店との受発注関係の連携による
リードタイムの短縮や、納品情報の購入希望者への
フィードバックなどが必要である。
第3に、その推進体制についていえば、全体の整
合性を保ちつつ段階的に開発・運用し、開発・保守
・運用は図書館員自らが行ってきたが、図耆館の電
算システムについての館内及び学内の合意形成の在
りかたについて問題はなかったかどうか、情報処理
センターとの協議や連携などを含め今後もこうした
基本姿勢でよいかどうかが検討される必要がある。
そして第4に、業務機械化のビジョンと中・長期
計画の不断の見直しが必要である。今何が出来て、
将来何をしなければならないか、先を見越した調査
研究を進めて、常に新しい可能性を追求することが
肝要である。
2 情報のネットワーク化
図書館利用者が必要とする情報を提供するために
は、学内外諸機関における学術情報データベースが
共有されなければならない。それには、地域レベル
・全国レベル・国際レベルの、いわば地理的ネット
ワーク、分野・館種によるネットワーク、それらの
多重的ネットワーク組織に積極的に参画することが
不可欠となる。
学術情報センターシステムについていえば、昭和
61年、文部省に大学共同利用機関「学術情報センタ
ー」が開設され、 目録・所在情報サービス、電子メ
ールシステム・サービスとNACSIS-IRサービス、
さらに平成4年には図書館相互利用貸借システムの
運用が開始されて今日に至っている。関西大学図書
館は、平成3年学術情報センターに接続申請並びに
接続試験の申請をし、同年、学術情報ネットワーク
への加入が完了し、VTSS方式で開通した。平成
5年度からは蔵書の目録遡及入力、図書館間相互利
用、雑誌の目録・所在情報等に活用されている。 。
しかし、ユーザーインターフェース・ユーザーフ
レンドリーの観点から本学の図書・雑誌の目録シス
テムと学術情報センターシステムの関係をみると、
両者が有機的に連携し、図書館利用者へのサービス
提供に十分活用できているかどうか、あらためて検
討が必要となる。NACSIS-CATと逐次刊行物業
務、NACSIS-CATと遡及入力業務の参画により
NACSIS-ILLを通じての相互利用協力の業務はど
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的な教科書等は、図書館が積極的に情報収集に努め
る必要がある。その意味では、優秀なライブラリア
ンの養成が不可欠である。改訂版・新版の情報にも
迅速に対応する体制を整えることが望ましい。次に、
研究用図書については、研究者の要望に沿うことが、
第1の課題であり、 さらに蔵書体系のバランスの視
点をも考慮することが望ましい。この両要請を満た
すには、限定された予算の中でその希望の充足の調
整をどのように図るかが問題となる。これについて
は、基本図書および学部図書に区別されうる。
大型コレクション等基本図書の収集・選定につい
ては、原則として毎年2回、図書委員会で決定され
る。各学部等で出された大型希望図書につき、委員
会で選定されるが、その決定基準については、専門
的関心・知識に共通項の欠落する場合もあり、必ず
しも明確とはいえない場合もありうる。その際、金
額、希望者間の公平性、学部間の平等などの基準力欝
実際上の基準となっている側面も否定できない。委
員会の傾向としては、各学部代表者には、合理的決
着のため図書館長の「決定」を尊重しようとする雰
囲気が見られるので、事実上、図書館長の判断が大
きな意味をもつ。高額な選定であり、図書館の収書
体系を左右するものであるので、現蔵書の評価と将
来展望に立った蔵書構成の方向づけを考慮に入れて、
当該図書の収集体系における客観的価値を示す資料
の提出も検討されるべきであろう。 また、場合によ
っては、資料の価値を客観的に判断するための機関
が意思決定過程に取り入れられることが必要となろ
う。
各学部図耆については、選定過程は区々様々であ
ると思料される。図書選定につき関心をもつ教育職
員の数が多ければ、それだけ満足度が低く、少なけ
れば、相対的に関心が強い者の要望が充足される度
合いが大きい。後者においては、蔵書体系が少数個
人の関心に偏る危険性をはらんでいる。関心を高め
るには、各学部で図書選定委員会を設置し、各学科、
分野の要望を集約し、調整する機関を作るのも一案
であろう。 また、学部・研究対象によっては、雑誌
類が重要な価値をもつ分野と、新刊書籍ないし古書
がそうである分野とがあるが、学部間の形式的平等
主義を排して、それぞれのニーズに適した収耆方針
と予算枠を認めることが必要であろう。
・研究図書および雑誌の発注から支払については、
電算トータルシステムの中枢である目録システムに
より各単位業務を処理するとともに改善事項の整備
を図り、 より効率的で柔軟性のあるシステムを指向
しながら「フロッピーディスクによる受入データの
入力システム」の導入、海外業者による「外国雑誌
一括納入システム」の導入等その成果を着実にあげ
ている。
しかし、 この分野では各書店との連携が不可欠で
あることは言うまでもない。適正価格、図書集配能
力、図書周辺の関連情報、図書館ならびに教員との
コミュニケーション、大型コレクションや古典籍の
調達能力、出版流通問題への取り組み等を考慮して
業者を選定すると同時に常に業者を督励しなければ
ならない。
点検と評価ここでは、①迅速性、②信頼性、③公
平性（競争性）が要請される。図書の選定の後、速
やかに配架にまで至ることが、利用者への最大のサ
ービスである。発注については、取次店のコンピュ
ータ情報を利用し、それを利用して行うというペー
パーレス取引の採用が、時間の短縮につながるもの
と思われる。発注の結果、図書の納入に至るまでの
書店・業者の信頼性も、迅速性を確保する大きな要
因である。 しかも、逐次刊行物、叢書などについて
は、継続して納入されることが必須条件であるので、
業者の信頼性のみならず、図書館側でのチェック体
制が不可欠である。乱丁・落丁などの不可避の事象
に対しても、迅速な交換を保障する業者の選定が必
要である。このような業者に対する信頼性は、 しか
し、結果的に特定業者に偏った扱いに陥らないよう
に留意しなければならない。その意味で、業者間に、
公平性を保障し、競争を励行することが必要である。
その競争は、書籍本体の価格競を中心とするもので
なければならない。その業者の得意分野を考慮する
こと、あるいはその業者のもつノウハウを利用する
ことは、業者選定にあたっての基準となるであろう
ｶず、発注は、あくまで「本体価格の競争」を基準と
して行われるべきである。付加価値サービスについ
ては明確なコスト意識をもつべきである。書籍の価
格と一体となった付加価値サービスへの依存は、図
書館業務の業者への依存につながることになろう。
洋書の発注については、国内の洋書業者には、 レ
ート ・カルテルが締結されているかのようにも思わ
れるほどであるが、 この円高基調の時代に、割高な
レートで購入するシステムに風穴を空けるために、
2 発注・受入・支払
現状と課題購入・寄贈・寄託・移管等による学習
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に合わせて蔵書数を限定することのないよう、図書
館施設の増設・蔵書場所の分離方式も考慮に入れて、
物理的観点からの「廃棄」の必要性の生じる前に、
図書館の将来構想を明らかにしておくことも必要で
あろう。いずれにしても学術資料の保存と廃棄につ
いては、第1次的には個々の大学図書館の努力が不
可欠であるが、その上に立って全国レベルでの図書
館間協力で取り組まれるべき課題でもあろう。
率的に検索するかを意識した分類・整理でなければ
意味がない。検索システムは、図書に対する情報と
その所在の確認のシステムであり、その正確性・合
理性・操作性がその要めである。KUL検索システ
ムは今まで数次の改訂はなされたが、主題検索の不
備等現在の利用者の便宜を十分に配慮したものとは
言えず、早急に改善すべきである。一例を挙げると、
分類番号による検索ができないのは利用者にとって
致命的な不便である。端末の数も不足し、 さらに、
画面も、利用者に優しい分かりやすいアイコンを使
ったものなどに代えるべきである。改善までの間、
カード検索システムの編成が課題となろう。
5個研・科研図書
個研図書とは本学専任教員に対して個人別に割り
当てられる予算により購入する個人研究図書であり、
科研図書とは文部省の科学研究費補助金によって購
入する図書である。
本学において個研図書の役割は、近年、変化して
きた。研究者には、それぞれの研究関心に応じて、
それぞれつねに手元にあることカゴ重要な図書と、そ
の都度の研究課題のために一時的に手元に置けばよ
い図書とがある。個研図書は、当初、少ない図書館
の図書を補完する意味と、各研究者が自由に選定し、
手元に置いて利用する図書の両面を兼ね備えた意味
をもっていた。 しかし、図書館の蔵書が増え、個研
図耆による補完を必要としなくなり、当該教員が退
職するときに償却処分をする制度となり、 また、学
会出張費などとの共用が認められて以来、その性質
は、本質的に変化したといえよう。現在、 「研究
費」 との一本化が勧められており、 この傾向はます
ます強くなる。そこで、次のような点の再検討が必
要であろう。
(1)個研図書概念の明確化個研費のうち、図書費
にあたるものが本来個研係の管轄であるが、その
「図書費」には、 「コンピュータ・ソフトウェア」
や「CD-ROM」なども含まれている。図書館個
研係を通じる購入に相応しいものかどうかに応じて、
その管轄を再考することも必要であろう。
(2)必要的立替払制度の撤廃現在、特定の業者か
らの購入を除き、一定額に達しない図書の購入につ
いては、立替払が原則となっている。 しかし、 この
制度は、特殊な研究分野の図書を特殊な書店から購
入する場合の多い研究者にとってはとくに不便であ
る。 「図書の範囲の明確化」により、 「図書」である
かぎり、個研係を通じて購入することが可能な制度
に改めるべきである。
(3)個研係管轄の整理統合・拡充立替払された図
書の清算については、個研係から、例えば、各学部
4 資料の保存・廃棄
現状と課題学術資料としての記録メディアを収集
・保存し、現在および将来的な利用を保障すると同
時に、後世に伝える役割を担う社会的機関としての
図書館にとって、資料保存は重要な課題である。こ
のためには、保管・設備の整備、資料の劣化・損傷
・消失からの保護対策、複写による資料の損壊、経
年利用による破損した資料の修復を図らなければな
らない。特定の貴重な資料については、適宜、利用
制限や複写制限の措置を講じる必要がある。 また、
資料の物理的保存のみでなくメディア変換（マイク
ロ化・デジタル化等）によって資料の内容や情報の
保存を図る側面も重要となろう。図書館では保存と
利用の観点から貴重書等のマイクロ化を経年的に行
うとともに、特に近世文書等受入済み資料について
補修・修復力:必要なものは、資料の特質と補修等技
術的観点から調査し専門業者に委託発注している。
しかし、今後は蔵書の総合的調査を行い、保存対策
として脱酸処理等の方策を検討するとともに、マイ
クロのみでなく他メディアへの変換手段を研究する
プロジェクトチームを編成するなど、計画的に対処
する必要がある。 また、 この保存と対極を成す資料
の「廃棄」については、①複本がある場合と、②な
い場合とでは異なる。後者の場合については、 「廃
棄」が妥当かどうかを資料的価値、代替資料の有無、
他メディアへの変換の可能性を慎重に考慮した妥当
な除籍抹消の基準に沿って行うべきことは言うまで
もないが、個々の判断に際しては、判断機関（委員
会等）の設置が不可欠であろうし、必要な場合は専
門家の意見を聞くなど慎重を期さなければならない。
将来構想図書館新築以来、蔵書の増加が著しく、
図書館の物理的規模の狭臨化も進んでいる。容れ物
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展開として、従前からの図書館活動である紙ベース
資料や古典籍を収集、保存、提供していくという機
能を第一義に継承していく一方、学術情報の効率的
なサービスを図っていくためにも、電子化による情
報提供機能の拡充にむけて変革していかなければな
らない。
現行の組織機構、すなわち図書館活動に資する事
務組織は、 1985 (昭和60)年の総合図書館開設時に
改組されたものである。事務組織規程に定めてある
図書館次長、及び運営課、閲覧参考課、収集整理課、
逐次刊行物課の4課体制は、機能別組織形態に一部
主題別組織形態を加味したもので、①機能と活動を
一般的に理解しやすい、②各部門（課）間の業務の
重複を減少できる、 という合理性を持っていた。 し
かし、 この10年間に大学及び大学図書館を取り巻く
環境は大きく変化し、業務の多様化とともに、情報
の組織化並びに研究図書館機能としての高度なサー
ビス活動の展開が求められている。 この事態に対応
するために、柔軟性と即応性のある新時代の組織体
制への改編が急務となっている。具体的には、総合
的でかつ機能を分割した組織を維持することを前提
とし、①研究図書館機能を充実させ、②メディアの
多様化・電子化に対応できる情報処理部門を強化し
た、 しかも業務に対するリスク対策も考慮に入れた
組織の再編成を行わなければならない。
図書館活動の大綱乃至は基本方針を策定するため
には、図書館長の意思決定並びに図書委員会の審議
を要する。
図書館長は本学の教授から学長の信任職として選
ばれ（図書館長の任命及び任期に関する規程)、 「図
書館の運営に関して、図耆館長の諮問に応じ、その
職務を助けるために図書委員会を置く」 と定められ
ている （図書委員会規程第1条)。
この図書委員会規程は、図書委員会が図書館長の
諮問機関的位置づけをしているが、①図書館長が招
集し議長となり （同規程第4条)、 しかも、②付議
事項を直接委員会の会議に諮っていて、いわゆる
「諮問一答申」の形態をとっていない点に、若干の
疑義が呈されている。 とはいえ、制定された1956
（昭和31）年より今日まで、図書委員会の審議議決
により図書館活動ｶﾖ維持できてきたのも事実である。
現状の委員会体制を拘泥することなく、図書館活動
を十全にしていくために、①図書委員会の性格、②
図書委員会及びその委員の任務、③大学やその各組
織等との関連、などを精査し検討していく必要力ぎあ
と． ・ ・ ・を加味すれば、今後25年間は、毎年の増
加に堪え得るスペース。 。」 として設計された。 し
かし、毎年蔵書が7万冊増加する現状を考えるとき、
この収蔵スペースも必ずしも安心できるものとは考
えられない。貯蔵図書館の整備計画など促進して、
より多くの収蔵スペースの確保に努めるべきである
が、同時に蔵書のスリム化を目指して可能な限り印
刷物をマイクロフィルム・フィッシュあるいはCD
-ROMなどの電子媒体に置き換えていくことが重
要と考えられる。今後は、 これらの非印刷媒体の読
み取り機の整備や設置スペースの確保に積極的に対
応していくべきであろう。
図書館においては利用者が勉学・研究に集中でき
る快適な環境を確保することも最も重要な課題の一
つである。空調、換気、防音、採光・照明などに留
意することが必要で、特に採光・照明には細心の注
意を払うべきである。読書環境として適当な照度が
保たれるように照明器具の整備を計るとともに、ブ
ラインドなどの利用により採光と照明のバランスの
最適化に配慮する必要がある。
近い将来における「1人に1台のパソコン時代」
の到来を考えれば、図書館利用者が館内でノート型
パソコンやワープ・口、マイコンなどを操作すること
が、今後当たり前の状況となってゆくであろう。こ
のためのスペースや電源の確保、 またこれらの個人
用電子機器をホストコンピューターやネットワーク
と接続するための「情報コンセント」の設置なども
検討されるべき時期にきているように思う。
E運営
1 図書館運営
図書館は学術情報の中枢を担うために、教育・研
究活動に資する資料を受入れ整備するとともに、利
用者のためのサービス活動を展開する。本学は、学
則第1条の目的をうけ、学部、大学院を置くほか、
図書館等力ざ設置されている （同第8条)。
建学以来110年に及ぶ歴史を有し、図書館組識が
ととのえられた1914 （大正3）年から数えて80年を
経た。図書館は、長い歴史と伝統に培われ、蓄積さ
れてきた所蔵資料は150万冊を越え、 しかも近年は
CD-ROMや通信手段を駆使する形での利用者ニ
ーズへの対応も急務の状況にある。学則第65条に規
定する「・ ・ ・図書館は、大学の行う教育及び研究
のために必要な図書館奉仕を行う」ために、今後の
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理を行う。
古典籍等貴重な図書資料については、煉蒸、補修
(修復)、製畉、マイクロ化などの所作をしている。
80年に亙り蓄積されてきた図書資料を保全管理して
いくには、防虫菌害の対策のみならず、学術資料の
紙劣化対策、酸性紙対策、貸出や利用に伴う破損・
汚損対策等を十全に行うための研究と、その手立て
を講じなければならない。
ている。
上記の人材確保並びに人材育成を図っていくため
には、今後は図耆館職員全般の共通的、普遍的な資
質の向上もさることながら、特定の専門的資質の育
成に傾注するべき時が到来していると思料する。
3連絡・調整・渉外等
図書館外との渉外事項については、概ねその窓口
を運営課の所管としているが、図書館の各課固有の
館外との渉外事項についてはこのかぎりでなく日常
的に行われている。
図書館運営が適切、かつ迅速に行われていくため
には、図書館内外における連絡・調整機能が生命線
である。諸規程や法規を遵守し的確に所作すること
は勿論であるカゴ、一つの計画を策定し実施するにつ
いても連絡・調整が密に行われ、関係機関との相互
理解や合意形成ｶﾇ必要である。 また、多方面に渉外
がなされることにより、組織体としての企画・立案
並びに計画・実施が円滑かつ活発に行える。これら
の観点から考察すると、今図書館の力量が問われて
いるものとして、早急に諸機能を点検し、あるべき
体制固めをしていかなければならないであろう。
また、組織において事務を円滑に進めるためには、
文書を作成発信し決裁、進達、報告の所作を行い、
また文書を受信して決裁、供覧、回付、伝達の手続
きを要する。 また、文書は合意形成の記録であり、
計画実施や業務処理の規範、基準に他ならず、 さら
に過去の淵源を確認する共通の証でもある。 この意
味で、文書管理及至は文書実務は、図耆館運営の基
本であるといってよい。今後はE-MAILや電子媒
体の文書も頻繁になってくる。財務システムにおけ
る「電子決裁」 も先行して行われている状況である。
記録媒体の如何にかかわらず、文書を取扱う所管
が明確にされており、文書取扱責任者が選任されて
いる以上、文言取扱いの規程を遵守しすることは当
然である。 さらに文書による実務を円滑にするとと
もに、文書の整理、保存、廃棄が合理的に行われて
いるか、今一度問題と課題がないか点検する必要が
あろう。 と同時に事務合理化の観点から、必要帳票
を精査のうえその保管及び期間を定めて、帳票類の
スリム化をさらに徹底するべきであると思料する。
2 図書館職員
大学基準協会は「大学の自己点検・評価の手引
き』において、 Bの章でもふれたが、 「図書館には、
必要かつ十分な職員を配置しなければならない。特
に、専門的図書館業務を担当するスタッフとして、
相当数の専門的職員をおくことが必要である。その
際、従来から必要とされてきた司書職員等にとどま
らず、広く情報処理の専門職員にまで、その必要と
される範囲が拡大されてきていることに留意すべき
である」 としている。
現在の図書館における職員（専任）構成は、図書
館次長1名、運営課12名、閲覧参考課22名、収集整
理課17名、及び逐次刊行物課7名、計59名である。
その他定時事務職員が50名にも達している。上記の
ように、今、高い質的能力が求められている反面、
開館日数、時間の延長が求められているなかで、夜
9時半までの開館要員、 日曜日開館要員のために交
代勤務となるため、人的勢力力:分散し、全体に亙っ
てサービスの質が希薄化の状況にならざるを得ない
一面もある。
図書館の組織改編が急務であると同時に、それと
相俟って、電子メディアに対応するサーチャーの配
置や研究支援活動を推進するレファレンス担当職員
及び学術情報のシステムを開発保守する職員の人材
確保が望まれる。
と同時に、職員の資質向上を図るうえで職員の研
修は欠かせない。本学の事務職員は、職能資格制度
及びそれをうけての事務職員研修実施要項にもとづ
いて、職務能力開発ｶ罫行われている。図書館に勤務
する者は、いわゆる専門職として配属されていない
状況で、その実態を効果あらしめるために、図書館
では1988年に図書館内職員研修計画の大綱を定め、
①学外の団体が主催する研修会や講習会に派遣する
一方、②館内にあっては毎年度研修計画を策定して
集合研修を実施している他、③関西川大学図書館長
会議のもとで四大学図書館職員研修会にも参画させ
以上
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種
種
種
４
５
６
第
第
第
特別コレクション
貴重図書及び準貴重図書
AV・マイクロ資料類
いては、申込書を省略することカゴできる。
3 開架閲覧室備付図書の貸出を希望する者（原則
として学部学生に限る｡）は、当該図耆に利用券
を添えて係に提出しなければならない。
（貸出冊数及び期限）
第15条貸出図書の冊数及び期限は、次のとおりと
する。ただし、図書館長は、必要に応じて制限を
し、又は一時返還を求めることができる。
（1） 大学の専任教育職員30冊以内、 6カ月以内
（2） 大学の非常勤講師、大学院学生、前号以外の
専任職員20冊以内、 3カ月以内
（3） 学部学生及び校友利用券又は優待利用券を交
付した者 5冊以内、 2週間以内
2 貸出期限が休業期間内に及ぶときは、校友利用
券又は優待利用券を交付した者を除き、休業期間
の終了日までの貸出を認める。
3 研究又は教育上の理由により、図書館長が必要
と認めた場合は、第1項に規定する冊数及び期限
を超える貸出を認める。
4 個人研究用図書資料費により購入した図書の貸
出は、個人研究用図書規程の定めるところによる。
5 大学の教育職員を指名して大学に寄贈された図
耆の貸出は、個人研究用図書規程第5条の規定を
準用する。
（貸出期限）
第16条第8条第2号から第6号までに規定する図
書は、貸出することができない。ただし、図書館
長力ざ特に必要と認めた場合は、 この限りでない。
2 次の各号の一に該当する図書は、当該期間中貸
出をすることができない。
（1）指定図書科目担任教育職員指定の期間
（2）特に需要の多い図書その需要期間
（教育職員公用貸出）
第17条大学の教育職員が、授業又は試験に使用す
るため、第8条第5号に規定するもの以外の図書
の公用貸出を希望するときは、図書館の運営に支
障のない限り、 これを認める。
（共同研究室貸出）
第18条学部の共同研究室管理者力x、当該共同研究
室に所属する教育職員の研究に使用するため、第
8条第1号から第3号までに規定する図書の貸出
を希望するときは、図書館の運営に支障のない限
り、 これを認める。 この場合において、原則とし
て複本とする。
2 前項に規定する図耆は、 1学科につき貸出冊数
１
１
１
４
５
６
１
ｉ
ｉ
第2章閲覧
（閲覧サービス）
第9条図書館は、利用者の教育及び研究に資する
ため、図書の閲覧サービスを行う。
2 書庫内図耆の閲覧を希望する者は、所定の申込
言に利用券を添えて係に提出しなければならない。
この場合において、第13条に定める入庫検索者に
ついては、申込書を省略することができる。
3 開架閲覧室及びレファレンス室に備付の図書は、
自由に閲覧することができる。
（閲覧冊数）
第10条一時に閲覧できる書庫内図書の冊数は、 5
冊以内とする。
（特別閲覧手続）
第11条第8条第5号に規定する図書の閲覧を希望
する者は、所定の願書により、あらかじめ図書館
長の許可を受けなければならない。
2 学生が前項の図書の閲覧を希望するときは、願
書に指導教育職員の認印を受けなければならない。
（閲覧場所）
第12条図書の閲覧は、所定の閲覧室で行わなけれ
ばならない。
（入庫検索）
第13条書庫内で図書を検索することができる者は、
次のとおりとする。ただし、必要に応じて制限を
することがある。
（1） 大学の教育職員
（2） 大学院学生
（3） 図耆館長の許可を受けた者
2 前項の入庫検索を希望する者は、所定の手続を
しなければならない。
3 貴重書庫及び準貴重耆庫への入庫検索は、原則
として認めない。
第3章貸出
（貸出サービス）
第14条図書館は、利用者の教育及び研究に資する
ため、図書の貸出サービスを行う。
2 書庫内図書の貸出を希望する者は、所定の申込
書に利用券を添えて係に提出しなければならない。
この場合において、前条に定める入庫検索者につ
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してレファレンス・カウンターのサービス時間内
とする。
（情報検索サービス）
第29条図書館は、利用者の教育及び研究に資する
ため、外部データ・ベースと直結して図書館に設
置する端末機によって、オンライン情報検索サー
ビスを行う。
（情報検索の申込手続）
第30条オンライン情報検索を希望する者は、所定
の申込書により、 レファレンス・カウンターに申
し込まなければならない。
2 オンライン情報検索の利用時間は、 レファレン
ス・カウンターのサービス時間内で、かつ、外部
データ・ベース利用可能時間内とする。
（端末機の操作）
第31条端末機は、利用者との合意に基づいて、原
則として係員が操作する。
2 前項の規定による検索内容については、利用者
の責任とする。
（情報検索の利用料金）
第32条オンライン情報検索の利用に伴う外部デー
タ・ベースの専用回線使用料金、検索料金等は、
利用者の負担とする。ただし、公衆電話料金は、
大学の負担とする。
2 前項に規定する情報検索の利用料金の徴収につ
いては、別に定める。
第7章図書館施設の利用
（一般閲覧室）
第36条一般閲覧室は、 自学自習のために利用する
ことができる。
（小閲覧室）
第37条小閲覧室の利用は、次のとおりとする。
（1）地階の小閲覧室は、大学の教育職員、大学院
学生及び図書館長の許可を受けた者に限り、利
用することができる。
（2） 1階の小閲覧室は、大学の教育職員に限り、
利用することができる。
（3） 2階の小閲覧室は、グループ°研究討議のため
に利用することができる。
（4） 3階の小閲覧室は、図書の利用を伴うグルー
プ・研究討議のために利用することができる。
2 前項第4号の利用については、別に定める。
（研究個室）
第38条研究個室は、大学の専任教育職員、大学院
学生及び図書館長の許可を受けた者に限り、利用
することができる。
2 前項に規定する利用については、別に定める。
（特別閲覧室）
第39条特別閲覧室は、原則として第8条第5号の
図書の閲覧のために利用するものとする。
（図書館ホール）
第40条図書館ホールは、図書館の主催する利用案
内、各種研修会、講演会等のために利用するもの
とする。
2 前項に規定する利用については、別に定める。
第6章図書館間相互利用
（相互利用サービス）
第33条図書館は、利用者の教育及び研究に資する
ため、他大学図書館等との図書館間相互利用サー
ビスを行う。
2 前項の図書館間相互利用サービスを希望する者
は、所定の申込書により、 レファレンス・カウン
ターに申し込まなければならない。
（相互利用の範囲）
第34条図書館間相互利用については、大学が加入
する図書館間相互利用に関する協定等のある場合
は、当該協定等の定めるところによる。
2 前項に該当しない他の大学図書館等に対しては、
教育及び研究上支障のない場合に限り、サービス
を行うことができる。
（相互利用の料金）
第35条図書館間相互利用に要する経費は、利用者
の負担とする。
第8章雑則
（閲覧及び貸出の停止）
第41条閲覧図書の当日返還又は貸出図書の期限内
返還を怠った者は、それぞれ超過日数に冊数を乗
じた期間、閲覧及び貸出を停止する。
（弁償）
第42条図書を紛失、破損又は汚損した者は、同一
の図書をもって弁償しなければならない。 この場
合において、図書館長が、やむを得ない事情があ
ると認めた場合は、相当の金額をもって代えるこ
とができる。
附則
l この規程は、昭和60年4月1日から施行する。
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ウその他
（2）私費によるもの
2 利用料金は、別表第3の料金表による。
（3階グループ。閲覧室の利用）
第12条総合図書館3階のグループ閲覧室は、図書
館蔵書を用いて研究討議を行うグループに限り、
利用することができる。
2 利用は、原則として授業時間単位とし、 1日に
つき2時限を限度とする。
3 利用の申込みは、開架閲覧室カウンターにおい
て2週間前から受け付けるものとする。
4 利用を希望するグループ。の代表者は、所定の申
込書を提出しなければならない。ただし、代表者
が学生の場合は、所定の申込書に原則として指導
教授の認印を受けなければならない。
（研究個室の利用）
第13条利用規程第38条の研究個室における利用区
分は、次のとおりとする。
大学の専任教育職員大学院学生その他
（地下1階) B101～B105 B106～B110
（地下2階) B201～B205 B206～B210
2 地下1階の研究個室は予約制とし、利用は原則
として1日単位とする。
3 利用の申込みは、メイン・カウンターで1週間
前から受け付けるものとする。
（図書館ホールの利用）
第14条図書館ホールは、原則として図書館の主催
する次の事業に利用するものとする。
（1） 図書館利用案内
（2） 図書館利用指導
（3） 図書館業務にかかわる研修会
（4） 講演会又は研究会
（5） その他
2 図書館長は、前項のほか、図書館の運営に支障
のない限り、他の利用を認めることがある。
3 前項による利用の申込みは、所定の申請書によ
り運営課長に提出しなければならない。
（改廃）
第15条この要領の改廃は、図書委員会の議を経て
行うものとする。
を必要と認めたときは、当該教育職員に所定枚
数を交付する。 この場合においてその有効期間
は、当該年度内とする。
（3） 大学の教育職員が、研究指導上の理由により、
員外研究者の入庫検索を必要と認めたときは、
当該員外研究者に交付する。この場合において
その有効期間は、当該年度内とする。
3特別入庫検索許可証の交付を希望する大学の教
育職員は、所定の願書をメイン・カウンターに提
出しなければならない。
4 入庫検索については、あらかじめ図書館職員に
よるガイダンスを受けなければならない。
5 第2項第2号により交付した特別入庫検索許可
証は、当該教育職員が保管し、入庫検索の都度、
学生に貸与する。
6 入庫検索するときは、入庫受付で利用券を提示
した上で、入庫検索署名簿に所定事項を記入し、
私物をロッカーに納めてから入庫しなければなら
ない。特別入庫検索許可証による入庫者は、利用
券とともに特別入庫検索許可証を提出しなければ
ならない。
（複写）
第10条館内に設置する複写機による図書館蔵書の
複写の取扱いは、次のとおりとする。
(1) 複写は、図耆館職員の包括的管理の下で、著
作権法（昭和45年法律第48号） を遵守のうえセ
ルフ・サービスにより行うものとする。
（2）私費による複写については、複写申込手続を
省略する。ただし、カラー複写及びマイクロ資
料の複写については、所定の手続を必要とする。
2 複写料金の区分は、次のとおりとする。
(1)本学の予算に計上された経費（以下「校費」
という。）によるもの
ア実験実習材料費
イ教材費
ウ教員．､ピー費
エその他
（2）私費によるもの
3 複写料金は、別表第3の料金表による。
（情報検索）
第11条情報検索の利用料金区分は、次のとおりと
する。
（1）校費によるもの
ア個人研究用図書資料費
イ実験実習材料費
附則
1 この要領は、平成2年4月1日から施行する。
2 この要領施行の日をもって、図書館利用に関す
る取扱内規（昭和60年4月1日制定）は、廃止す
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努めなければならない。
（調達の手続）
第9条調達は、原則として学校法人関西大学経理
規則細則（以下「経理規則細則」 という。）第74
条から第90条までに規定する契約の手続による。
2 受贈は、寄付収受に関する取扱要領第6条によ
る手続を必要とするものを除き、図書館長が専決
することができる。
（取引先の調査）
第10条取引先の調査については、経理規則細則第
58条に規定するところによる。
（調達の審査）
第11条調達の請求を受理した場合は、次の各号に
ついて審査のうえ、調達の手続を行わなければな
らない。
（1） 予算の有無
（2）収書方針及び蔵書構成との整合性
（3） 重複図書の有無
（4）冊数の適否
（5）納期等調達上必要な事項
（検収）
第12条調達担当課は、調達図書が納入されたとき
は、契約条項及び仕様害に従って検収を行う。
2検収調書の作成は、納品書に検収担当者が記名
捺印又は定められた検収印を押印することによっ
て代えることができる。
関西大学図書館図書管理規程
制定昭和52年3月19日
第1章総則
（目的）
第1条この規程は、学校法人関西大学経理規則に
定める固定資産及び物品のうち、関西大学図書館
に所蔵する図書の調達及び管理について、必要な
基準を定め、その適正な運用を図ることを目的と
する。
（適用の範囲）
第2条図書の調達及び管理については、別に定め
のあるもののほか、 この規程による。
（調達及び管理責任者）
第3条図書館長は、図書の調達及び管理について、
その責に任ずる。
2 図書館次長は、図書館長を補佐して所属の課長
に指示し、図書の調達及び管理に関する事務を統
括する。
（資産図書の範囲）
第4条学術研究資料として、長期保存を要するも
のは資産図書とし、別表第1により分類する。
（準資産図書の範囲）
第5条教育及び研究資料として、一定期間の保存
を要するものは準資産図書とし、別表第1により
分類する。
（消耗品図書の範囲）
第6条短期保存のものは消耗品図書とし、別表第
1により分類する。
2 逐次刊行物及び古文書（近世史料）は、未登録
及び未整理の間、消耗品図書として計上する。
第3章管理
（管理の原則）
第13条図書は、教育及び研究の効果をあげるため、
常に良好な状態に維持するとともに、有効かつ適
切に運用しなければならない。
（帳簿組織）
第14条図書の管理に使用する帳簿は、次のとおり
とし、別表第2により分類する。
（1） 資産図書台帳
（2）準資産図書台帳
（3） 管理補助簿
（4） 事務用図書目録
（帳簿等の管理）
第15条台帳の保管、整理、登録、記帳及び管理補
助簿並びに事務用図書目録の作成等の事務処理は、
図書館次長力罫これを統括し、所属の課長に指示す
る。
（取得の登録）
第2章調達
（調達の種類）
第7条調達は、次の各号による。
(1)購 入
（2） 受 贈
（3） 移 管
（4）編 入（資産管理区分の変更をいう。）
（5） 自家製作
（調達の原則）
第8条調達に当たっては、必要な資料を常に調査
・収集し、教育・研究上の需要に対する適合性及
び経済性に留意するとともに、蔵書構成の維持に
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個人研究用図書規程
制定昭和30年4月26日
（目的）
第1条この規程は、個人研究用図書（以下「個研
図書」 という。）の購入、保管等について必要な
事項を定め、個研図書の適正な運用を図ることを
目的とする。
（定義）
第2条この規程において「個研図書」とは、教授、
助教授、専任講師、助手及び副手に対して、個人
別に割当てられた予算（以下「個人別割当予算」
という。）によって購入する研究用専門図書をい
う。
（予算）
第3条個研図書の個人別割当予算については、図
書委員会の議を経るものとする。
2 資格の変更により、年度途中に個人別割当予算
を増額する必要が生じたときは、 これを増やすこ
とができる。
（選択及び購入）
第4条購入する個研図書の選択は、第2条に規定
する教育職員力罫それぞれ行うものとし、その限度
は当該個人別割当予算の範囲内とする。
2 個研図書を購入しようとするときは、図書購入
請求票に所定の事項を記載し、運営課に提出する
ものとする。
（帯出）
第5条個研図書は、関西大学図書館利用規程第15
条第1項第1号の規定にかかわらず帯出すること
ができる。
2 前項の規定により帯出した図書は、帯出者の責
任において帯出リストとともに研究室で保管する
ものとする。
（編入）
第6条退職により、又は在職中に返納された個研
図書は、館長が必要と認めた場合には、 これを共
用図書に編入する。
別表第1(第4条､第5条､第6条､第16条)図書の管理区分表
別表第2 （第14条、第16条関係）帳簿組織分類表
附則
この規程は、昭和30年4月26日から施行する。
附則
この規程（改正）は、昭和37年1月26日から施行す
る。
附則
この規程（改正）は、昭和46年4月1日から施行す
59
種 類 設置場所
資
産
図
書
図 書
‐ ーーー－－一一-－ー ■■‐
非図書形態資料
普通図書
研究用逐次刊行物
特別コレクション(文庫）
参考図書
一 一一一一一－－一一一一一一－－一一一一一一一一一一一一一ー
貴重図書・準貴重図書
■■ 一一 ■■ 一一一一一一一一一一一一一一－ 4■■ 一一一一ー一一一一 ■
古文書（近代史料）
マイクロ資料
書庫又は
高槻図書室
一一一一一一一一一一 ■■ ー申
書庫又は
レファレンス室
一一一一一一一一一一一 ．■け ‐
庫
一
庫
聿
冒
一
重
一
皇
員
一
聿
日
準
資
産
図
書
図 書
非図書形態資料
普通図書
学習用参考図書
逐次刊行物
一一－ －－－ ■■ ■■ 一一 ーー一 一一一ー ■■ ■■ 一一一 ■■ ■■ ー q■ ■■ ■■ － 9
電子情報資料(CD-ROM等）
宇一一一一一－ 1■b ーー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ■
AV資料
書庫又は
レファレンス室
一一一一一一一一一一一一一
開架閲覧室
高槻図書室
ー ■■ ー＝ ■■ ■■ ■■ ■■ ー ■■ 一一 ■
レファレンス室
高槻図書室
開架閲覧室
高槻図書室
消
耗
品
図
書
末登録図書
宇 一一一一一一一 1■■ 一一 ■■け ー
登録不要図書
未整理逐次刊行物
■ ーーー＝ｰ‐ーーーーー一一一一一一一一ー ーｰ一一一一一一 q■
未整理古文書（近世史料）
＝ ■■ ＝ー一一一一ｰ一一一一一一一一一一一一一一一－－一一－ ■
新聞・雑誌
インフォメーション資料等
レファレンス室
一一一一一一一一ｰ一ーー雨
整理準備書庫
開架閲覧室等
高槻図書室
台 帳 名 登録番号 期 間
資
産
図
書
資産図書台帳
ー ーーーーー一一一一一一 ■■
管理補助薄
ー ー一一－ 1■け 1■、 ー ー－－ 一一
事務用図書目録
図書原簿人文･社会系
工学系
資産図書台帳A系
C系
マイクロフィルム
台帳(16mm)
マイクロフィルム
台帳(35m)
帳
一
い
《
ロ
ー
ス
ユ
｛
｜
リ
柳
一
醐
価
一
鵬
マ
ー
近
ーー一一一一一一一一ーー－－ーー－ 4■
カード書架目録
電子目録
l～402,407
1～43,724
－
－
１
１
l～
一
一
１
１
一一一一一一－－一一
~1973.3
1958.4～1973.3
1973.4～
1978.4～
1994.4～
1976.4～
1976.4～
P ー－－一一ーー一一一一ー ｡
D ー一一ーーーーー＝一一一 勺
準
資
産
図
書
準資産図書台帳
＝ー一一一一一一一一一一一
事務用図書目録
準資産図書台帳B系
､系
ーーーーー一一一ーー一 一一一＝ー一 口
カード書架目録
電子目録
個研用図書カード
一
一
１
１
一 一一一一一一一一一
1973.3～
1978.4～
巳 一一一一一一一一一一一 q■■ q
消
耗
品
図
書
管理補助簿
逐次刊行物仮受ﾌｧｲﾙ
近世文書目録(リスト）

側図書館自己点検・評価について
（4） 図書館事務組織における各課から各1名
（委員長等）
第6条委員会に委員長を置き、図書館長をもって
充てる。
2 委員長に事故あるときは、図書館次長がその職
務を代行する。
（運営）
第7条委員会は、委員長が招集し、その議長とな
る。
2 委員会は、委員の3分の2以上の出席をもって
成立し、議事は出席委員の過半数をもって決する。
3 委員会は、必要に応じて、委員以外の者に出席
る。
附則
この規程（改正）は、昭和44年4月1日から施行す
る。
附則
この規程（改正）は、昭和49年4月1日から施行す
る。
附則
この規程（改正）は、昭和52年4月1日から施行す
る。
附則
この規程（改正）は、平成6年4月1日から施行す
る。 を求め、その意見を聴くことができる。
（事務）
第8条委員会の事務は、運営課が行う。
関西大学図書館自己点検・評価委員会規程
制定平成6年1月28日
（設置）
第1条大学の教育研究水準の向上を図るとともに、
図書館における自己点検・評価の取り組みを推進
するために、 自己点検・評価に関する規程を定め、
図書館自己点検・評価委員会（以下「委員会」と
いう。） を置く。
（任務）
第2条委員会は、図書館における教育研究の支援
活動及び管理運営の自己点検・評価の取り組みを
行うため、次の事項を行う。
（1） 自己点検・評価の方針の策定及び点検項目の
設定
（2） データの収集、分析並びに検討
（3）報告書の作成
（各機関の協力）
第3条委員会は、前条第2号に規定するデータ収
集のため、それに係わる各機関に対して協力を求
めることができる。
（報告）
第4条委員会は、 自己点検・評価の結果を図書委
員会に報告するとともに、大学自己点検・評価委
員会の求めに応じて報告を行う。
（構成）
第5条委員会は、次の者をもって構成する。
（1） 図書館長
（2） 図書館次長
（3） 図書委員のうちから図書館長が指名する者若
干名
附則
この規程は、平成6年4月1日から施行する。
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61)図書館自己点検・評価について
b所属・学年別入館者数（総合図書館）
c 時期別・月別・時間帯別総入館者数及び1日平均入館者数
63
1 年 2 年 3 年 4 年 合 計
１
部
学
生
法
文
経済
商
社会
総情
工
1部計
35.663
33，258
22．578
36,638
35．223
417
52,637
216.414
42．300
39．763
22．767
26．557
24．805
1.318
45.004
202.514
45．333
40.815
24．118
30．468
27，292
55．366
223.392
39，722
43，539
30，578
26.194
22．672
50.280
212.985
163.018
157.375
100,041
119.857
109.992
1.735
203.287
855.305
2部学生 16.032 8,965 12．355 12．435 49．787
大学院生 54．842
教 職 員 19.091
校 友 29．473
そ の 他 18．634
合 計 232.446 211.479 235.747 225.420 1.027.132
月 開館日数 時間帯 9 ～10 10～11 11～12 12～13 13～14 14～15 15～16 16～17 17～18 18～19 19～20 20～21 21～22 4 、 計
4月 24
総入館者
ーー一一 q■■ －－ 一一 中
1日平均
4873
一一一一一一一
203
10023
一一－－一一ー
418
8307
■ －－一一 一一
346
13273
一一一一 ■■ ー q■
553
12531
■■ 一一ー q■■ ■■ ー
522
12657
一一ーーーーー
527
7939
■ ‐一一一一－ ＝
331
8961
一一一一一一一
373
5880
一一ー ■■ ■■ ■■ ー
245
3833
ーーーｰーー－
160
2285
巳 －－－一一ー ■
95
786
一一 ■■ ‐ ー一一
33
177
一一一一一一一
7
91525
－－一一一一－－ 4■
3814
5月 23
総入館者
＝ーーーｰーーーー q■
1日平均
4898
■■ ー ■■ ■■ ■■ 一一
213
9991
一一一一ー ■■ ー
434
7440
■ 一一一一 ■■ ー
323
14260
一一ー ■■ 一一 q■
620
14803
■■ ■■ 一一ー ■■ -
644
14636
一一一一 ■■ ー ■■
636
8099
■ -一一一一ー 勺
352
11440
一一一一一一ー
497
7577
329
5036
一一一一一一ー
219
3228
■ ー一一一一ー ■
140
1057
－－ ■■卜 一一一一
46
278
■■ ‐ｰ－－一一
12
102743
＝一一一一一一一凸
4467
6月 24
総入館者
＝ーーｰーー一一ー ■
1日平均
5225
一一ー＝一一ー
218
11320
一一一一一一一
472
8910
ｰ一一一一一一
371
16440
一一一一一一＝
685
15834
一一一一一一 ■■
660
16708
一一一一 1■、 ー ■■、
696
9434
■ ー－－ーーー ■
393
13060
544
7908
一一一一一一一
330
6076
一一一一一一ー
253
3806
■ ー--一一一 句
159
1359
57
312
一一一一一 ■■ ー
13
116392
■ 1■、 1■、 ーー一一－ 4■
4850
7月 23
総入館者
1日平均
9641
一一一一ー‐一
419
12256
一一一 一 q■け 一一
533
10359
■h ー ーー 。■け ‐‐
450
14737
q■B 一ー 一一一 。■
641
14637
一一一一ーー‐
636
14967
一一一一 1■、 一一
651
12071
■ ー一一一一一 旬
525
11709
509
7605
一一一一一一一
331
5746
一一ーーー‐‐
250
3932
171
1520
一一一一一一一
66
194
一一一一一一ー
8
119374
ｰー－－－－一一‐
5190
小計 94
総入館者
■ ー ■■ ーーー ■■ ー ■■ ■
1日平均
24637
ーー一一一一－
262
43590
464
35016
373
58710
625
57805
－－－－一一ー
615
58968
■■ 一一一一一一
627
37543
＝ ー一一一一一 ■
399
45170
ー ■■ ■■ 一一一一
481
28970
－－ーーーー－
308
20691
220
13251
■ 一一一一一一 口
141
4722
ーーー＝一一＝
50
961
－－－－一一ー
10
430034
一一－－一一－－■
4575
8月 17
総入館者
■■ ー‐ ■■ 一一一一－ 4■
1日平均
０
－
０
一一
2605
一一一一一一一
153
1962
ｰ一－－一一→
115
2462
一一一一一一＝
145
3714
218
3325
■■ 一一－－一一
196
2676
■ ーー一一一一 ■
157
1864
一一一一‐ーー
110
895
‐ｰ－－一一ー
53
553
＝ 4■■ －－一一一
33
205
■ 一一一一一－ 1■
12
０
－
０
一一一
０
’
０
－
20261
一一一一一一一一 ■
1192
9月 21
総入館者
ーー一一ーーーー ■■ ■
1日平均
1971
一一一一一一一
94
7145
340
5519
一
一
夕
263
8394
400
10089
一一一一一一ー
480
9548
■■ ー‐一一一ー
455
6779
ｰ ー一一一一ー ■
323
6407
■■ ■■ ■■ 一一ー 1■■
305
3946
■■ ーーーー－－
188
2670
一一ｰーーーー
127
1399
■ 一一一一一－ 1■
67
374
一一ー‐一 一ー
18
103
■■■ ー‐－－ーー
5
64344
一一一一一一一一 4■
3064
小計 38
総入館者
一ーーーーー－－ー ■
1日平均
1971
一一ーーーｰ－
52
9750
一一一一一一一
257
7481
197
10856
286
13803
一一一一一一一
363
12873
一一ーー一一－
339
9455
ｰ ーー ■■ 一一一 由
249
8271
一一一一ーー＝
218
4841
ー ■■、 ■■ ーーーー
127
3223
ーー－ー一一ー
85
1604
■ 一一一一一ー q■
42
374
■■卜 一一一一一 ．■
10
103
一一ｰーーーー
3
84605
一一一一ーー一一詞
2226

㈱図書館自己点検・評価について
d利用者別の月次入館者数．利用者率
注1 学生数については毎月末の在学者数を示す。
’ 入館者率=瀞篝×Ⅲ
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利用区分 1部法 1部文 1部経 1部商 1部社 総情 工 2部 大学院 大学教員 合計
4月
総入館者
■ 一一－－＝ー一一 ーー一一
利用対象者
入館者率
14618
■■ ‐一 ■■ 一一 ■■ ■■ ■■ ＝
3266
447.6
13229
一一一一‐一ー ■■ ー
3558
371.8
8161
, ■■ 一一 d■ ■■ ■■ ■■ 一一
3515
232.2
10269
3703
277.3
9882
－一一一一一一－ ー
3478
284.1
73
P ーー ■■ ■■ ｰｰｰーー
1154
6．3
17654
一一一一一一一一一 ■
5527
319.4
4061
－一一一 q■b 一一 ■■ -
1875
216.6
5957
岸一一一一一 ■■ ーーー
1036
575.0
1887
－-－一一ーー一一 q
1513
124.7
85791
－一一一一一一一一
28625
299.7
5月
総入館者
巳一一一一一一一一一一一一
利用対象者
入館者率
16570
ー一一一一一一一一ー
3264
507.7
15701
3558
441.3
8495
3508
242.2
11285
3700
305.0
9432
■■ 一一一一一 』■■ 一一
3473
271.6
116
■ －－－--ーー一一
1154
10.1
23832
一一一一一一一一一 日
5523
431.5
4862
ー一一一一一一 ■■ －
1872
259.7
6211
■ ■■ 一 一－－一一一一
1036
599.5
1884
■■ －－－－－－－－
1514
124.4
98388
－－－一一一一一一
28602
344.0
6月
総入館者
一一一一一一一一一一一一一
利用対象者
入館者率
19289
ー一一一一一一一一一
3263
591.1
17605
ーー‐ー－ 4■■ 一一－
3558
494.8
６
－
５
５
｜
０
４
’
５
９
’
３
269.8
12621
－－ーｰー ■■ ■■ ‐ー 4■
3699
341.2
12289
一一一一一一一一一
3471
354.0
113
写 ＝ ■■ ーーーーｰーー
1154
9．8
26613
一一－－－－一一一 ■
5521
482.0
5703
一一一－一一ー－－
1871
304.8
6446
－一 ■■ － ■■ 一一一一－
1035
622.8
2099
－一一一一一一一 ■■
1509
139.1
112234
■■ 一一ーーｰーーー
28586
392.6
7月
総入館者
■ー q■、 ■■0 ー ＝一一‐一ー一一
利用対象者
入館者率
19082
■■ 一一一一一一一一‐
3263
584.8
15337
－－←一一一一一一
3557
431.2
11960
■ 一一ー一一ーー ■■ ー
3504
341.3
12806
－－ーー一一一一－ 4■
3699
346.2
12953
一一一一ー一一一ー
3471
373.2
500
凸 一一一一一一一一一
1153
43．4
35559
5521
644.1
5821
－一ー－－一一一一
1870
311.3
4616
■ 一一 ■■ －－一一一一
1035
446.0
1489
－一一－ｰ一一 一一
1509
98．7
120123
■■ 一一一一ー q■■ 一一
28582
420.3
8月
総入館者
■ 1■b －－－－ーー一一一一一
利用対象者
入館者率
3559
ｰ一一一一一一一一 ■
3261
109.1
３
－
７
３
↑
５
５
．
５
２
－
３
71．2
1231
, ーーーｰ一一一一－
3504
35．1
1334
－一一一一一一－－ 1■
3699
36.1
1394
－一一一一－－ー ■■
3471
40.2
48
■ ー一一ーー一一－－
1153
4.2
3295
－一一一一 q■ 一 一‐ q
5521
59．7
770
－－ーｰーー一一一
1870
41．2
2586
＝ 一一一一一一 ■■ 一一
1035
249.9
841
ーー q■■ q■P 一一一一ー
1509
55．7
17591
－一一 4■■ 一一一一－
28580
61．6
9月
総入館者
一一一一一一一一一一一一一
利用対象者
入館者率
10617
一一ーー‐ーー ■■ ー q■
3257
326.0
11252
一一 ー ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ー
3544
317.5
5727
■ 一一一一－－一一－
3500
163.6
7947
－一一一一一一一 ■■ ■
3695
215.1
３
－
７
６
《
６
８
．
４
６
－
３
198.0
55
ヰ ー一一一一一一一一
1163
4.7
9823
5506
178.4
3363
一ｰ一一一 ■■ 一一 ■■
1842
182.6
4319
□ ーー ‐ーーーーー－
1026
421.0
1195
－一一一一－－ ■■ －
1506
79．3
61161
－ーーーー一一--
28506
214.6
10月
総入館者
一一一一一一一一一一一一 一
利用対象者
入館者率
15932
ーー一一一一 4■■ 一一＝
3256
489.3
17606
一一一一一ー一一一
3544
496.8
10201
b 一一一一一一一ーー
3499
291.5
12079
3695
326.9
10909
一 ■■ ーー-－一一ｰ
3467
314.7
68
■ ー一一一一ーーー ■■
1161
5．9
19524
■■ 一一 。■、 ー q■ ‐ ー ■■ ■
5505
354.7
4857
■■ ■■ ‐ー一一一一ー
1841
263.8
6194
■B 一一一一－－－ ■■ －
1023
605.5
2160
－一一一一－－一一
1506
143.4
99530
－一一－－一一一一
28497
349.3
11月
総入館者
一一一一一一一一一一一一一
利用対象者
入館者率
14209
ー‐一一一一ー ■■ －－
3253
436.8
16771
一一一一一一一一一
3544
473.2
５
－
９
２
↑
９
９
’
４
８
－
３
255.1
11102
一一－－一一一一－ 4■
3695
300.5
10053
一一 4■■ 一一－－一一
3467
290.0
135
＝ ｰ一一一一 ■■ 一一 ■■
1161
11.6
17181
■■ －－ －－－－一一 ■
5500
312.4
4286
－一一一一－－一一
1840
232.9
5301
■ --一一一一一一－
1020
519.7
1739
ーー‐ー一一一－－
1506
115.5
89702
－一一一一一一一一
28485
314.9
12月
総入館者
■ 一一一一一一一一一一一一
利用対象者
入館者率
14822
一一ーー一一ーーー ー
3252
455.8
18694
一一一一一一一一一
3543
527.6
８
’
８
４
’
９
２
’
４
９
’
３
264.4
10940
一一一一ー一一一一 4■
3695
296.1
11638
一ーーーーー－－ー
3466
335.8
118
＝ ー一一一一一 。■0 ーー
1161
10.2
14803
－－ーー一一－－ー ■
5498
269.2
4413
－一一一一一一一一
1840
239.8
4495
由 一一一一一一 ■■ 一一
1019
441.1
1494
ー一一 － －一一－－
1506
99．2
90665
－一一一一一一一一
28478
318.4
1月
総入館者
■ 一一一一 ■■ －－ 』■■ 一一一一
利用対象者
入館者率
27078
一一一一一一ーー一‐
3250
833.2
23177
■■ 一一一一 ■■ 一一ー
3536
655.5
22757
b 一一一一一一一ｰ一
3492
651.7
25921
一一一一一一一一－ 4■
3692
702.1
20680
一一ー一一一一一一
3461
597.5
405
＝ ー一一 4■、 一一一一ー
1158
35．0
30015
■■ ーー ー‐‐ ーーー q
5488
546.9
10192
ー‐一一－－－－ー
1822
559.4
4034
■■ 一一一一一一一一-
1016
397.0
1241
ー－ 1■、 一一一一一一
1506
82．4
165500
一一一一一一一一－
28421
582.3
2月
総入館者
＝一一一一 ■■ ■■ 一一一一－－
利用対象者
入館者率
2593
－一一一一一一ーー ■■
3250
79．8
2217
－一一ー ■■ ■■ ■■ ー ■■
3536
62．7
1315
, ー一 ■■ ＝ ｰ－－一一
3492
37．7
1071
一一一一一一一一一 q■
3692
29．0
1456
－－－一一－－一一
3461
42.1
44
甲 一一 ■■ ■■ ー ■■ ■■ 一一
1158
3．8
2344
－一一ー ■■ 一一 ーー q
5488
42．7
554
一一一一一一一一一
1822
30．4
2172
→ －－一一一一一一－
1016
213.8
773
一一ーーーー－－ー 1
1506
51.3
14539
－－－一一－－－－
28421
51．2
3月
総入館者
■ 一 ■■■ 一一一一－－－－一一
利用対象者
入館者率
4637
－一一一一一 ■■ 一 一-
3250
142.7
3043
3536
86．1
５
’
２
２
’
９
７
’
４
２
’
３
78.0
2693
－ーー一一一一ーー ■
3692
72．9
2432
－一一一一一一一一
3461
70.3
60
■ ー一一一一一一一一
1158
5．2
2423
－一一一一一一一一 q
5488
44．2
988
一 ~‐ ■■ 一一一一ー
1822
54．2
2512
－一一 一一ーーー＝ー
1016
247.2
1028
－一一一一一一－－
1506
68．3
22541
－一一 ■■ 一一 q■、 一一
28421
79．3
合計
総入館者
■■ 一一一一一一ーー一一一 一
利用対象者
入館者率
163006
一一一一一一一一-－
39085
417.1
157165
一一一一一一一一 ー
42571
369.2
100201
､ ー一一 ー一一ｰ一一
42008
238.5
120068
一一一一一一一一一一
44356
270.7
109981
一一 ■■ ｰー一一ーー
41614
264.3
1735
■ ー ■■ 一一一一一一 ■■
13888
12．5
203066
一一一一一一一一一 己
66086
307.3
49870
－－－ｰ一 － ■■ ■■ －
22187
224.8
54843
Ⅱ■ ■■ ■■ -－ーー一一ー
12313
445.4
17830
18096
98．5
977765
- q■、 一 一一一 ■■ 一一
342204
285.7

鯛図書館自己点検・評価について
b 月別入庫検索者数
注1 入庫検索とは、図書館利用規程第13条による利用をいう。
2 「その他」とは、特別の事由により入庫を許可された研究員等を示す。
c グループ閲覧室利用状況 d文献複写サービス
注高槻図書室は除く。
注総合図書館の月別電子式複写枚数には、カラー複写を含む。
「カラー複写」は、内数としての合計枚数である。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
総
合
図
書
館
入
庫
検
索
学部学生
大学院生
教職員
その他
計
537
2.116
823
11
3.487
1.214
2.299
988
31
4.532
1.126
2.196
867
44
4.233
1.014
1.772
650
22
3.458
576
1.025
445
10
2.056
1.150
1.585
660
20
3.415
2.126
2.125
875
29
5，155
2．541
1.957
745
63
5.306
3.190
1.887
632
28
5.737
2.090
1.597
609
20
4．316
398
792
385
14
1.589
295
980
539
21
1.835
16．257
20．331
8.218
313
45.119
利用件数 利用者数
4月 179 2,823
5月 198 2．575
6月 206 2.896
7月 186 2.740
8月 98 1.285
9月 132 2．344
10月 225 3．529
11月 188 2．859
12月 168 2．483
1月 87 1.088
2月 82 1．131
3月 98 1.139
合 計 1.847 26．892
日平均 6.4 94
高槻図書室
枚 数
739
1,153
1.322
2．758
52
445
861
773
772
2.520
88
185
11．668
－
46
種別・ 月別
総合図書館
枚 数
電
子
式
複
写
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合 計
カラー複写
日平均
141.697
156.975
177.123
153.953
75.012
113．146
201.405
210.925
231.943
249.654
92．797
74．412
1.879.042
3.874
6.524
マ
イ
ク
ロ
複
写
プ
リ
ン
ト
学
内
者
学
外
者
件数
コマ
件数
コマ
710
32．510
109
5．896
－
－

例図書館自己点検・評価について
(3)督促関連の統計
a年間資格別督促件数 b督促作業実施状況
注返却期限内に返却されなかった図書（延滞図書）の督促。
c 予約延滞図書の督促
注延滞図書の中で、特に他の利用者から希望があった図書の緊急の督促。
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実施日 対 象 者 督促件数
7．5．8 校友・非常勤講師・事務職員・招へい研究者 105
〃 6－6 学部学生・大学院生 515
〃 7．6 専任教員・名誉教授 181
〃、10.9 学部学生・大学院生・非常勤講師・校友・招へい研究者 1.023
ﾉﾉ．11．11 専任教員・名誉教授 211
〃、12．5 学部学生・大学院生・非常勤講師・校友・招へい研究者 814
8．1.19 学部学生の卒業見込者・大学院生の修了見込者 420
ﾉﾉ．2.19 同 上 1.123
〃 3．11 同 上 914
合 計 5.306
資 格 督促件数
１
部
学
生
法
文
経済
商
社会
総情
工
528
536
586
418
550
60
986
2部学生 268
大学院生 660
専任教員 381
非常勤講師 151
関西四大学 0
その他 182
合 計 5.306
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
件数 53 56 86 83 12 94 85 84 96 172 14 8 843
冊数 65 78 91 93 14 97 116 89 109 208 16 24 1.000

図書館自己点検・評価について ㈱
(5) その他関連統計等
a過去5年間の月別開館日数
b図書館職員数（平成7年4月1日現在）
（ ）内は、女子で内数
c特別展示等の開催テーマ
71
年 度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
総合図書館
平成3年度
平成4年度
平成5年度
平成6年度
平成7年度
25
25
25
28
27
23
23
22
27
27
23
24
23
28
28
25
25
24
26
26
15
13
14
16
17
20
20
20
21
22
25
25
24
29
29
23
21
22
26
27
22
22
22
24
24
20
20
19
21
22
18
16
15
17
16
23
25
25
24
23
262
259
255
287
288
高槻図書室
平成6年度
平成7年度
25
24
22
24
25
24
23
23
13
13
18
20
24
25
22
23
19
19
17
19
17
18
24
24
249
256
専任職員 定時職員 4 、 計
図書館 1 － 1
運営課 12 （5） 9 （5） 21 (10)
閲覧参考課 22 (10) 34 (20) 56 (30)
収集整理課 17 （8） 14 （9） 31 （17）
逐次刊行物課 7 （5） 2 （1） 9 （6）
合 計 59 （28） 59 （35） 118 （63）
年 度
一
プ ー マ 期 間
平成3年度
春季
秋季
｢古典にみる象一江戸期に渡来した象を中心に－ 」
｢原典でみる経済思想の歩み」
平成3年4月8日～4月27日
平成3年10月14日～11月22日
平成4年度
春季
秋季
｢流伝の萬葉集」
｢日本の数学一和算を中心に －」
平成4年4月6日～5月18日
平成4年10月12日～11月21日
平成5年度
春季
秋季
｢大坂画壇一江戸から昭和に至る絵画一」
｢大阪芝居番付」
日
日
日
０
２
０
３
１
３
月
月
月
４
６
７
ヘ
ー
一
日
日
日
５
Ⅳ
５
月
月
月
４
５
７
年
年
年
５
５
５
成
成
成
平
平
平
期
期
期
１
２
３
第
第
第
平成5年10月12日～11月20日
平成6年度
春季
秋季
｢西田家寄贈近世・近代の絵画」
｢おおさか文藝書画展一近世から近代へ－」齢:大丸百貨店
(文学部と共催）
｢近世・近代の文藝書画展 」 砂：奈良県新公会堂
平成6年4月4日～5月16日
平成6年9月22日～9月27日
平成6年10月22日～10月23日
平成7年度
春季
秋季
r
I 回想古きよき大阪（江戸から明治の名所めぐり） 」
｢蔵書が語る本の文化史」
一
月I」 期：平成7年4月1日～5月7日
後期：平成7年5月14日～6月18日
平成7年10月15日～11月19日

《l)図書館自己点検・評価について
Kilger. 1,400items.
〔平成4年度〕
1．ASIMicrofiCheLibrary・ 1989-1991.Bureau
ofcensus.BureauofLaborStatistics.
※2． BibliothekdesDeutschenundlnternation-
alenStrafrechtsseitAnselmvonFeuerbach.
1,748items.
3. Civil lawl,France: aBasicCollection. 159
items.
Microfiche.
4． CommunicationandModernsociety. 162
items.
5.DecennialCensusonMicrofiche (米国人口・
住宅センサス報告書集成) 1970, 1980, 1990.
6． テーマ「ドイツ統一」に関する基本図書
7．TheEighteenthCentury.Unitl31-148.
Microfilm.
8．池田家文庫藩政史料114リール
マイクロフィルム
9．ThelnfluenceofGermanistiCJurisprudence
onGermanLaw. 105vols.
10．近代諸家文書集成（原本全296冊) 184リール
マイクロフィルム
11．Marburger lndex. BilddOkumentation zur
KunstinDeutschland.
Microfiche.
12．明治期刊行物集成第一期文学・言語編
Unit28-32マイクロフイルム
13．明治期刊行図書マイクロ版集成 「経済産業」
部門 1,065リール
14．明清善本小説叢刊続編342冊影印本
15．NewYorkStateAssemblyDocumentsand
NewYorkStateSenateDocuments. 1830-1918.
Microfilm.
16．TheNewYorkTimes. 1985-1991.
Microfilm.
17．農業集落カード 1990 (世界農林業センサ
ス）
マイクロフィッシュ
18． SaulBellowCollection. 144items.
19.静嘉堂文庫所蔵古辞書集成178リール
マイクロフィルム
20．台湾文献史料叢刊第一輯～第九輯（全190巻）
21．U.S.Mergers&Aquisitions. 1980-1990.
Microfiche.
f 大型コレクション購入物件5ケ年の推移
（※は⑳で採択された物件を示す。数字は整理番号）
〔平成3年度〕
1.AMSAlloyPhasediagramsseries. 19items.
MITArtificial lntelligenceMemoranda, 1958-
1979.ThomasTelfordPublications. 108vols.
2.AmericanJournalofArchaeology.NewSer.
Vol. 1-92(1897-1988)
3． BooksandPamphletsaboutSeventeenth-
centuryBritishhistory､686items.
4． CollectionoftheGreatBritaininthel8th
Century､306items.
5． CollezionedelleOpereSullaStoriadelCom-
mercioNell'areaMediterranea. (Spagna,Por-
togallo, Italia)440items.
6． テーマ『ドイツ統一」に関する基本文献
平成3年度購入分36vols.
※7．TheEighteenthCentury.Unitno.111.130.
Microfilm.
8． JohannGottliebFichte (1762-1814) : Eine
SammlungvonOriginalausgabenundBilchern
iiberFichte.
9.JournaldesEtats-generaux,Convoqu6spar
LouisXVI. 27Avril l789-30Septembrel791.
35vols.
10.明治期産業翻訳害集成 232点
マイクロフィルム 91リール
11.明治期手書彩色関東実測図覆刻版964枚
付資料編
12．蒙古車王府曲本1500冊30函
※13． RechtslehreundRechtspraxis;Aufbauund
OrganisationvonProzessundGericht imZei-
traumdesl5.biszum
19.JahrhundertimDeutschesnReichunterBertick-
sichtigungder fiirdieRezeptionsgeschichte
wichtigenLander,Werkeundjuristen.479vols
14． ShakespeareTheatreArchives: theLibrar-
iesoftheRoyalShakespeareTheatreandthe
ShakeSpeareBirthplaceTrust.
Microfiche.
前年度より継続購入分
ア、HistoryofEducation: 15th-19thCentury.
Unitno、 17-20.Microfiche.
イ、 Personal LibraryofProf. Dr.Wolfgang
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㈹図書館自己点検・評価について
Microfilm.
3． 中国（近隣諸国を含む）美術工芸及び考古、建
築、生活技術、写真等研究集成428点
4． CISMicroficheLibrary. 1944.7,125fiches.
※5． ドイツ企業史コレクションー企業記念刊行物集
成一全552点
6．独・米経営学および関連基本文献集成(A
CollectionofAntiqueBooks on 'Betrieb-
swirtschafts, lehre' andAmericanBusiness
Administration) 164titles.
7．英米における資本主義の発展と簿記・会計の発
達18世紀-20世紀全163タイトル 162冊
※8．TheEighteenthCentury.Unit l83-199. 595
reels.
Microfilm.
9．英領南ローデシア政府文書集・各省報告書
226reels.
Microfilm.
10. フランス官報と議会資料(JournauxOfficiels
France. 1991-1994) 157reels.
Microfilm.
ll． フランス関係文集(ConfidentialU. S. State
DepartmentCentralFiles.France) 144reels.
Microfilm.
12． イギリス外交文書集成および条約集（イギリス
外務省図書館旧蔵) 272vols&4boxes.
13.時報光緒30年6月～民国28年8月 (1904-1939)
全233リール
マイクロフィルム
※14.KanonistikvomMittelalter bis zuml9.
JahrhundertSammlung: "jusCivileinjusCa-
nOnicum''､ 61items.
15．経済関連初期カナダ刊行物集成 (Research
CollectionofEarlyCanadianaonEconomics.
Pre-1867Monographs)1,809titleS.
Microfiche.
16． キンゼイ研究所性に関する文献コレクション
(SexResearch: EarlyLiteraturefromSta-
tisticstoErotica)120reels.
Microfilm.
17.Metalsset.
管理工学基本雑誌バックナンバーコレクション
CementandConcreteResearch.Vols. 1-20.
1971-1990.
18．南満州鉄道株式会社社報明治40年3月～昭
reels.
13.英国外務省外交記録日本関係文書(British
ForeignOffice: JapanCorrespondence) 1946-
1948
85リール
Microfilm.
14. EnvironmentandPlanning.A-D． （都市計画
・環境問題研究誌）
15．GenderStudies,aCollectionof299items.
16．HouseofCommonsParliamentaryPapers.
1977/78.1992/93Session.
（英国下院議会文書）
Microfiche.
17．字林西報(NorthChinaDailyNews: 上海）
Yearl866/July2-1951/March31. (i. e.Nos.
642-8928, 12132-12440, 14992-16583, 18175-24011)
298reels.
Microfilm.
18.TheJohnMayardKeynesPapersinKing's
College,Cambridge. 170reels.
Microfilm.
19．経済関連初期カナダ刊行物集成(Research
CollectionofEarlyCanadianaonEconomics:
1867-1900Monographs.2620titleS.)
Microfilm.
20.国立国会図書館所蔵近代日本婦人雑誌集成
第一期全104巻（リール）
マイクロフィルム
21.冷戦後のアメリカ研究I :経済・産業, II :政
治・文化
22．RevuePolitque et Parlementaire. Tome
1-185. (1894-1945) (フランス政治・議会評論）
23．東方雑誌1904年-1937年（全34巻123冊）
24．WomenatWorkandinSociety: aCollec-
tionof230items.
25．YearbbokoftheEuropeanConventionon
HumanRights.vol 1-32. (CoveringYearl955
／57-1989) （ヨーロッパ人権条約年鑑）
〔平成7年度〕
1．ArchivesoftheBritishTradeUnionCon-
gress. (英国労働組合会議の各種議事録・資料
集) 533fichesand63reels.
Microfilm・Microfiche.
※2. CarlMengerCollection． 第1～第8セクシヨ
ン全1,657リール
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4月図書館学講習所を設置（天六学舎）
4月新制大学院を開設短期大学部を設置
5月開架室用図書に別置記号「S」を付与
3月学校法人関西大学に改組
日本目録規則1952年版採用
4月NDC2版から6版に変更
7月図書館長大小島真二
9月千里山図書館夜間開館
10月貴重書に別置記号「C」記号付与
12月 「関西大学図書館閲覧及び帯出規程」制定
3月蔵書142,512冊
4月開架式学生文庫を地階元ゼミ室に移す（36席3,500冊）
5月私立大学図書館協会総大会（第15回）本学にて開催
4月 「個人研究用図書規程」制定
10月千里山図書館増築工事竣工
11月円型新館に開架閲覧室を移す大学創立70周年式典挙行
12月図書館学講習所終了式（第5回有終）
3月蔵書183,921冊
6月 「関西大学図書委員会規程」制定
7月図書館第1分室開設（第2学舎）
10月図書館シリーズ刊行始まる （第一輯『関西大学雑誌目録和文篇』）
4月工学部を設置登録番号工1番開始
9月 『関西大学論文目録』刊行
12月 「細江文庫目録』刊行
3月 『関西大学雑誌目録欧文篇』刊行
3月 『参考図耆目録欧文篇』刊行
7月天六分館閲覧室増築工事竣工
3月蔵書326,941冊
10月 『大阪関係資料目録』刊行
11月 日本文学の外国語訳図書の展示と講演会の開催（講師ドナルド・キ
目録規則採用
工学部分室開設（第4学舎） 新規受入図書からNDC7版に変更
9月 「生田文庫・頴原文庫目録」刊行
10月図書館長堀正人
11月専門図書館建設に着工
9月専門図書館竣工・開設、第1分室及び工学部分室を吸収
11月大学創立80周年式典挙行
3月蔵書467,303冊
9月 『雑誌目録欧文篇第二版』刊行
3月千里山本館書庫を増築
4月社会学部を設置
11月図書館長広瀬捨三
4月社会学部学舎（第3学舎）に臨時開架閲覧室を開設
9月 『図書館蔵書目録和文篇」刊行
12月 「大阪地区大学図書館における新聞の分担保存に関する協定」発効
キ
25 (1950)
(1951）
(1952）
(1953）
26
27
28
29 （1954）
30 (1955)
31 （1956）
32 （1957）
33 （1958）
34 （1959）
35 （1960）
36 (1961)
ーン） LC記述
37 （1962）
38 （1963）
(1964）
(1965）
(1966）
39
40
41
42 （1967）
43 （1968）
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㈹図書館自己点検・評価について
10月図書館長大庭脩
3月 『河内国丹北郡六反村西田家文書目録』刊行
2月 『摂津国住吉郡中喜連村佐々木家文書目録』刊行
3月図書館建設実行委員会より 「新図書館建設計画案」 （答申その2） を学園建設委員長
に提出閲覧・貸出業務のシステム化につき検討開始学内図書資料所蔵関係機関を含
む学術雑誌の総合目録化決定蔵書1,062,218冊
3月 「関西四大学図書館長会議規約」締結、 「関西四大学図書館相互利用協定」制定
5月運営課の分掌業務に図書館機械化を加え、図書課を廃止し、収書、整理の二課を設け
る 「図書館建設計画小委員会」を改組、 「図耆館建設小委員会」発足
7月第1回学内図書資料に関する事務連絡会議（学長の命令により大学事務局長ｶず主宰、
学内所蔵機関逐次刊行物目録欧文編作成計画案力ざ示される）開催 『和泉国大鳥郡豊田
村小谷家文書目録』刊行
10月図書館長名取栄史
11月鬼頭梓建築設計事務所に設計委託
3月 『和泉国大烏郡岩室村中林家文書目録』刊行
4月館内の「図耆館建設小委員会」に6分科会を設ける （書庫・移動計画、閲覧関係、業
務機械化、事務組織・分掌事項、連絡調整会議、事務局） 第1次図書館業務機械化中
期計画（～61年度）実施
5月関西大学総合図書館・情報処理センター基本設計完成
9月関西大学総合図書館・情報処理センター実施設計完成
10月貴重書のマイクロ撮影計画を開始
1月 EC (欧州共同体）委員会が本学図書館にEC資料センターの設置を認可
2月関西大学総合図書館・情報処理センター起工式挙行
3月 TRC/MARCの導入を決める総合図書館に向けての開架図書のリフレッシュ作
業開始 『関西大学逐次刊行物目録欧文編』 （初版） を電算編集刊行
4月 TRC方式による発注開始専門図書館内にEC資料センターを開設
6月 「図書館業務機械化特別委員会」発足閲覧システムの設計作業開始 『増田文庫目
録」刊行
10月専門図書館にIR用端末を置き、 JOISとDIALOGのIRサービス開始
2月書庫図書OCRラベル貼付作業
3月 『関西大学逐次刊行物目録和文雑誌編』 （初版）を電算編集刊行
4月 「内藤文庫調査特別委員会」設置（～平成7年4月）
7月開架図書リフレッシュ作業
10月総合図書館・情報処理センター竣工式挙行
2月総合図書館への移転作業により2月21日より4月10日まで休館する 旧本館及び専門
図書館所蔵約lOO万冊を総合図書館へ移転(2月21日～3月14日）
3月閲覧貸出システム総合テスト ・館員教育 『矢口文庫目録」刊行
4月図書館業務組織を改組、運営課、閲覧参考課、収集整理課、逐次刊行物課および天六
分館事務室を置く 総合図書館開館（11日） 「図書館利用規程」施行閲覧貸出シス
テム運用開始利用者用所蔵・検索システムKUL運用開始第1回特別展示「内藤文
庫展」開催図書費予算4.8億円
5月私学振興財団<特色ある研究助成＞に「電算システムによる目録情報サービスの組織
化」をテーマとして申請し、昭和63年度まで4ヵ年助成をうける
10月オリエンテーション用ビデオ「本の世界』を制作
3月蔵書1,342,201冊
55 (1980)
56 (1981)
57 (1982)
58 (1983)
59 (1984)
60 (1985)
61 （1986）
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－マを設定した基本図書の選定に「冷戦後のアメリカ研究H経済・産業」 （平成5～6
年度実施)、及び「冷戦後のアメリカ研究(二)政治・文化」 （平成6～7年度実施） を決め
る
3月第二部の千里山キャンパス移転に伴い天六分館閉館
4月関西大学図書館自己点検・評価委員会発足磁気カード化された教職員証・学生証
（図書館用ID番号付） 力:交付され、 OCRタイプのKULCardによる入館計数を中止
目録システムにKULPISを併合して「図書情報システム」 として全稼動平成6
年度より新規受入図書の「カード目録」作成を中止し、オンライン目録KUL-II (O
PAC)に切替え
5月私学振興財団<特色ある研究助成＞に「書誌学基礎資料の整備充実及び学術資料の組
織化研究（長澤文庫関連)」をテーマとして申請、平成6年度より助成を受けている
7月 『関西大学図書館影印叢耆』第1回配本（第4巻） より刊行
9月学外展示「関西大学文学部創設70周年・関西大学図書館創設80周年記念おおさか文
藝書画展」を開催（大丸心斎橋店）
10月学外展示「関西大学図書館創設80周年記念近世・近代の文藝書画展」を開催（奈良
県新公会堂）
11月 カラーコピー機導入
1月阪神・淡路大震災（2月より、被災関連大学の学生に利用の便を供する）
3月関西大学図書館報『籍苑』第40号にて終刊
4月入館機（磁気カード対応）及び退館機を1階エントランスホールに移設学内総合目
録構築に向けて「関係所蔵機関用蔵書管理システム」を開発、視聴覚教室・人権問題研
究室・法学研究所等順次運用
7月 「図書館の電子化構想（図書館電算化第2期構想)」を策定
9月 「第2期構想第1次中期計画（平成8～10年度)」を立案CD-ROMサーバーシ
ステム（6クライアント）運用開始インターネット 「関西大学ホームページ（図書館
インフォメーションを含む)」力苛試験運用開始される
10月図書委員会により、テーマを設定した基本図書の選定に「災害と環境破壊」 （平成7
～8年度実施） を決める
3月図書館自己点検・評価委員会により自己点検・評価の「報告書」作成、図書委員会に
報告される
6 (1994)
7 （1995）
8 （1996）
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V 自己点検・評価委員会名簿
･作業部会委員を示す。
自己点検・評価委員会事務局
図書館運営課課長補佐栗林弘
83
選 出 氏名 任期（元号） 備 考
規程第1号の委員 浦西和彦 6．4． 1～8．3．31 委員長、図書館長
規程第2号の委員 永橋充昭 6．4． 1～8．3．31 図書館次長
規程第3号の委員
一
雄
人
介
信
一
山中敬
本田忠
井上克
陶山計
内山寛
越智光
8．3．31
7．3．31
8．3．31
8．3．31
7．3.31
8．3．31
一
一
一
一
一
一
１
１
１
１
１
１
●
●
●
●
●
●
４
４
４
４
４
４
●
●
●
●
●
●
７
６
７
６
６
７
法学部教授
文学部教授
文学部教授
商学部教授
工学部教授
工学部教授
規程第4号の委員 英
彦
一
也
彦
一
克
純
卓
明
船越
松原
杉本
塚本
木村
●
●
●
●
●
8．3．31
8．3．31
8．3．31
7．3．31
8．3．31
一
一
一
一
一
１
１
１
１
１
●
●
●
●
●
４
４
４
４
４
●
●
●
●
●
６
６
６
６
７
運営課長
閲覧参考課長
収集整理課課長補佐
前逐次刊行物課課長補佐
逐次刊行物課副主査
